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早

春

の
花

の
色

は 
 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 

そ
の
黄
色
は
「
咲
い
て
い
る
」
と
い
う
よ
り
「
光
っ
て
い
る
」
と
表
す
の
が
似
つ
か

わ
し
く
思
わ
れ
る
。
庭
先
に
福
寿
草
が
盛
り
で
あ
る
。
冬
ざ
れ
の
残
る
地
面
に
カ
ナ
リ

ア
色
が
何
片
か
散
っ
て
い
る
の
は
な
か
な
か
美
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
花
は
鉢
植
え

の
正
月
花
で
お
馴
染
だ
が
、
野
の
も
の
は
今
頃
が
花
ど
き
の
よ
う
だ
。
風
は
ま
だ
冷
た

く
、
色
の
乏
し
い
季
節
へ
の
贈
り
物
の
よ
う
な
黄
金
色
。
陽
だ
ま
り
に
寄
り
添
う
家
族

を
思
わ
せ
る
咲
き
姿
が
ど
こ
か
温
か
い
感
じ
が
す
る
。 

 
 

思
え
ば
冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
、
目
に
つ
く
花
は
黄
色
が
多
い
。
マ
ン
サ
ク
も
そ
う
。

ロ
ウ
バ
イ
の
透
き
通
っ
た
黄
も
早
春
の
陽
の
中
、
鮮
や
か
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
春
黄

金
花
（
は
る
こ
が
ね
ば
な
）
の
名
が
あ
る
サ
ン
シ
ュ
ユ
も
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
樹
木
全

体
を
見
事
な
黄
で
包
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
身
近
な
も
の
で
は
菜
の
花
や
蒲
公
英
（
た
ん

ぽ
ぽ
）
そ
れ
に
水
仙
も
黄
色
い
花
を
宿
し
て
い
る
。
春
の
先
駆
け
と
し
て
我
々
に
こ
れ

で
も
か
と
黄
色
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

昆
虫
の
目
に
感
応
す
る
光
は
、
日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

黄
色
と
い
う
色
が
比
較
的
「
紫
外
線
を
反
射
す
る
色
」
で
、
そ
の
花
に
昆
虫
が
集
ま
る

状
況
を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
国

内
の
花
全
体
の
色
合
い
で
一
番
多
い
の
が
「
白
」
で
約
三
分
の
一
、
次
に
「
黄
」
で
約

三
割
、
第
三
位
が
「
青
か
ら
紫
」
で
約
二
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
あ
、
昆
虫

が
集
ま
り
や
す
い
色
に
は
間
違
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。 

 

花
よ
り
も  

名
に
近
づ
く
や  

福
寿
草     

  

加
賀
千
代
女 

 

あ
し
た
よ
り 

日
か
げ
さ
し
い
る 

枕
べ
の 

福
寿
草
の
花 

皆
開
き
け
り 

島

木

赤

彦 
 

             

  

こ
れ
か
ら
は
、
全
国
の
桜
や
桃
の
花
だ
よ
り
な
ど
様
々
な
花
の
便
り
が
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
黄
色
の
花
の
み
な
ら
ず
、
と
り
ど
り
の
色
の

花
が
咲
き
誇
る
楽
し
み
な
季
節
の
到
来
で
す
。
入
居
者
の
中
に
は
若
い
時
か

ら
草
花
や
樹
木
に
極
め
て
関
心
が
高
く
、
実
際
に
栽
培
に
い
そ
し
ん
で
い
た

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
植
物
の
知
識
を
沢
山
お
持
ち
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
暖
か
い
日
は
連
れ
だ
っ
て
外
に
出
掛
け
、
入
居
者
さ
ん
か

ら
花
の
名
前
な
ど
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し
、

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
職
員
の
皆
さ
ん
が
心
に
余
裕
が

持
て
れ
ば
、
入
居
者
さ
ん
は
そ
の
事
を
敏
感
に
感
じ
る
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、

心
穏
や
か
に
入
居
者
さ
ん
に
接
し
て
下
さ
い
。 

第１２３号 

平成２6年 

２ 月 発 行 

【福寿草】 
 

春を告げる花である。そ
のため元日草や朔日草の
別名を持つ。福寿草とは、
新春を祝うという意味があ
る。 

【マンサク】 
 

語源は、早春に咲くこと
から「まず咲く」「まんずさ
く」が東北地方で訛ったも
のともいわれている。 

【ロウバイ】 
 

花弁が蝋のような色で
あり、且つ臘月(ろうげつ：
旧暦 12月)に咲くからこの
名がついた。 

【サンシュユ】 
 

早春、葉がつく前に木一
面に黄色の花をつけること
から、「はるこがねばな」と
も呼ばれる。 
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二
月
二
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、
毎
年
恒
例
の
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
暦
の
上
で
は
、

二
月
三
日
が
節
分
で
し
た
が
、
一
日
前
倒
し
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
は
六
名
の
入
居
者
様
と
、
施
設
長
を
含
め
た
八
名
の
職
員
が
年
男
・年
女
に
あ
た

っ
て
お
り
、
そ
の
方
々
で
施
設
全
体
を
ま
わ
り
豆
を
ま
き
ま
し
た
。 

「
鬼
は
そ
と
～
」
・
「
福
は
う
ち
～
」
と
、
と
て
も
威
勢
の
良
い
大
き
な
声
が
施
設
内
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
赤
鬼
・
青
鬼･

ピ
ン
ク
鬼
さ
ん
達
も
豆
を
ぶ
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
必
至

に
逃
げ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
残
っ
た
豆
を
、
皆
様
方
が
無
病
息
災
を
祈
り
、
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年
、
災
い
も
な
く
元
気
に
楽
し
く
過
ご
さ
れ
れ
ば
さ
い
わ
い

で
す
。 

                   

                               

   

二
月
八
日
～
九
日

に
か
け
て
の
大
雪
で
望

洋
荘
も
雪
化
粧
に
覆

わ
れ
ま
し
た
。
外
は
氷

点
下
で
す
が
、
お
部
屋

の
中
は
ポ
カ
ポ
カ
暖
か

く
、
入
居
者
の
皆
様
は

各
ユ
ニ
ッ
ト
の
居
室
か

ら
、
外
の
雪
景
色
を

「綺
麗
だ
ね
～
」と
言
い

な
が
ら
、
眺
め
て
お
り

ま
し
た
。
又
、
施
設
の

中
庭
に
あ
る
数
々
の
植

栽
に
雪
が
か
ぶ
っ
て
丁

度
、
綿
帽
子
の
よ
う
に

な
り
「
可
愛
い
ね
～
・

可
愛
い
ね
～
」
と
喜
ん

で
お
り
ま
し
た
。
い
わ

き
で
は
、
珍
し
い
大
雪

で
し
た
が
、
お
か
げ
で

冬
の
雪
の
風
情
を
楽
し

む
事
が
で
き
ま
し
た
。 

       

介護老人福祉施設 望洋荘 

節
分
（豆
ま
き
） 

雪
景
色 

松
戸
市
特
養
連
の
施
設
長 

来
荘 命名 幾 冬（いくと）くん 

平成２５年１２月２０日生まれ

3520ｇの大きな男の子です。 

 

二
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後

一
時
半
よ
り
松
戸
市
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会

の
各
施
設
長
十
五
名
が
、
「災

害
に
お
け
る
、
緊
急
避
難
施

設
と
し
て
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
」
を
学
ぶ
た
め
に
来
荘
さ
れ

ま
し
た
。 

最
初
に
須
田
施
設
長
よ

り
、
震
災
当
日
か
ら
二
か
月

間
の
経
過
と
対
応
、
更
に
今

後
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
次
に
事
務
長
・
副
事
務

長
が
震
災
当
時
の
記
憶
を
た

ど
り
な
が
ら
大
混
乱
の
状
況

を
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
皆

様
か
ら
多
数
の
質
問
が
あ

り
、
皆
様
方
の
危
機
感
の
大

き
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 
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二
月
四
日
に
一
日
遅
れ
で
、
節
分
の
「
豆
ま
き
」
を
行
い
ま
し
た
。
年
女
二
名
の
入
居

者
様
と
年
男
一
名
の
職
員
は
豆
の
入
っ
た
升
を
片
手
に
、
各
部
屋
を
巡
り
な
が
ら
豆
を

撒
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
赤
鬼
・
青
鬼
・
緑
鬼
に
扮
し
た
職
員
が
入
居
者
様
の
前
に
姿
を

現
す
と
、
初
め
の
う
ち
は
「
こ
れ
、
ぶ
つ
け
て
え
え
の
」
と
戸
惑
い
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
豆
を
投
げ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た
の
か
、
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
元
気
よ

く
声
を
上
げ
な
が
ら
豆
ま
き
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
男
・年
女
の
入
居
者

様
だ
け
で
な
く
、
他
の
入
居
者
様
方
も
積
極
的
に
豆
ま
き
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
職
員
が
拾
い
集
め
た
豆
を
渡
す
と
、
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と

鬼
に
目
掛
け
て
撒
か
れ
る
姿
が
見
ら
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
そ
こ
か
し
こ
で
笑
い
声
の
上
が
る
賑

や
か
な
節
分
と
な
り
ま
し
た
。 

                   

                               

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

寒い日が続き、入居者様も室内で過ごすことが多くなっていますが、

室内で楽しめる将棋がちょっとしたブームとなっています。将棋には「本

将棋」の他に「はさみ将棋」・「まわり将棋」・「山崩し」など誰でも出来る遊

び方があります。今回のブームのきっかけは職員と入居者様の一戦でし

た。職員に負けた入居者様が負けた悔しさから、修行のため他の入居者

様と対戦するようになったようです。 

2月 7日の夜から翌朝までに降り続

けた雪は、全国的に記録的な大雪と

なり各地で大きな被害をもたらしまし

た。せんしょう苑においてもあまりの積

雪に連日の除雪作業でも追い付か

ず、皆様方には大変ご迷惑をお掛けし

て申し訳ありませんでした。 

この大雪の中でユニークなニュース

を見かけましたので紹介します。下の

写真は渋谷の忠犬ハチ公の銅像です

周辺には雪で上手に作られたハチ公

が何頭も並んでいます。 

記 録 的 な大 雪 

将 棋 ブ ー ム 

節
分
（豆
ま
き
） 
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本
年
の
四
月
一
日
か
ら
の
消
費
税
が
五
％
か
ら
八
％
に
増

税
と
な
り
ま
す
。
嗜
好
品
か
ら
食
料
品
に
至
る
ま
で
、
全
て
の

価
格
が
少
な
く
て
も
三
％
あ
が
る
事
と
な
り
、
皆
様
方
の
生
活

に
も
影
響
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
に

お
い
て
も
消
費
税
の
増
税
は
大
き
な
負
担
増
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
政
府
は
施
設
や
介
護
保
険
事
業
所
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
報
酬
の
改
定
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。 

す
で
に
政
府
は
大
筋
で
改
定
内
容
を
公
表
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
正
式
な
通
知
が
来
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
内

容
は
ご
案
内
出
来
ま
せ
ん
が
、
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
と
も
施

設
の
利
用
料
金
に
お
い
て
、
若
干
、
負
担
が
増
え
る
（
数
百
円
程

度
）
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
式
な
通
知
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

新
し
い
「
重
要
事
項
説
明
書
」
・
「
料
金
表
」
を
作
成
し
て
皆
様
に

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
下
旬
頃
ま
で
に
準
備
を
整
え
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
越
し
の
際
は
印
鑑
を
ご
準
備
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
  

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
の
減
免

を
再
度
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
震
災
発
生

時
に
、
富
岡
・
大
熊
・
双
葉
・
浪
江
・
広
野
・
楢
葉
町
お
よ
び
葛

尾
・
飯
館
・
川
内
村
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
々
で
、
期
間
は
平
成

二
十
六
年
三
月
か
ら
六
ヶ
月
な
い
し
十
二
ヶ
月
の
期
間
が
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

望  

洋  

荘 

三 

月 

二 

日 
(

日) 

午
後
二
時
よ
り 

 

「
雛
祭
り
・
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
」
塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

  

   

せ
ん
し
ょ
う
苑 

三 

月 

三 

日 (

月) 

午
後
三
時
よ
り 

 

「
ひ
な
祭
り
」
各
ユ
ニ
ッ
ト 

三 

月
二
三
日 (

日) 

午
後
二
時
よ
り 

 

「
舞
踊
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」 

                

山

崎  

ヨ
シ

子 

三 

関

野  

ふ

く 

三 

岡

田  

ト

キ 

三 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

月 月 月 

二
四 

二
十 

十
三 

日 日 日 

様 （月
） 

み
ま
や 

東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （木
） 

み
ま
や 

南
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

み
ま
や 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

（九
八
歳
） 

（九
二
歳
） 

（九
二
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

政

井  

一

郎 

三 

鈴

木  

カ

ツ

ヨ 

三 

財

津  

シ

ツ 

三 

佐

藤  

勝

雄 

三 

高

木  

ウ

ン 

三 

星

 
  

敏

子 

三 

日

野  

武

雄 
三 

吹

谷  

千

代 

三 

石

川  

ツ

ル

ヨ 

三 

阿

部  

た

か 

三 

新

川  

和

男 

三 

望  

洋  

荘 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

三
十 

三
十 

二
九 

二
八 

二
四 

十
七 

九 九 七 七 三 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 

様 （日
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

勿 

来 
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
土
） 
永 
崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 
様 （月
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （月
） 

豊 

間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

四 

倉 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 

豊 

間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 

(

金) 

永 

崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （月
） 

勿 

来 

ユ
ニ
ッ
ト 

（
八
四
歳
） 

誕
生
日 

（
八
五
歳
） 
誕
生
日 

（
九
八
歳
） 

誕
生
日 

（
九
一
歳
） 

誕
生
日 

（
九
二
歳
） 

誕
生
日 

（
八
五
歳
） 

誕
生
日 

（
七
十
歳
） 

誕
生
日 

（
八
八
歳
） 

誕
生
日 

（
八
九
歳
） 

誕
生
日 

（
九
八
歳
） 

誕
生
日 

（
七
九
歳
） 

誕
生
日 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 
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